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▼
書
記
局
予
定
▲

11
月
18
日　

林
野
労
組
岩
手
県
協
総
会

11
月
20
日　

東
北
労
金
秋
田
県
本
部

　
　
　
　
　

「
労
金
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

11
月
26
日　

大
館
支
部
林
退
会
定
期
総
会

12
月
２
～
３
日　

地
本
全
体
学
習
会

青森地方
秋田地方

分
会
・
支
部
合
同

共
済
推
進
会
議
開
催

青
　
森

2024年1月
セット共済契約更改で意思統一
―４年ぶりに青森地方共済推進会議開く―

　

４
年
ぶ
り
の
対
面
で
分
会
・

支
部
合
同
に
よ
る
青
森
地
方
共

済
推
進
会
議
が
９
月
22
日（
金
）

～
23
日
（
日
）
２
日
間
の
日
程

で
青
森
市
浅
虫
温
泉
「
旅
館
柳

の
湯
」
で
、林
野
労
組
各
分
会
・

林
退
会
各
支
部
共
済
担
当
者
並

び
に
関
係
役
職
員
60
名
が
参
加

を
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
の
冒
頭
、
こ
の
４
年
間

に
亡
く
な
ら
れ
た
分
会
・
支
部

共
済
担
当
者
17
名
の
御
霊
に
黙

祷
を
捧
げ
た
後
、成
田
議
長（
共

済
代
表
委
員
）
が
挨
拶
に
て
コ

ロ
ナ
禍
で
共
済
会
議
が
出
来
な

か
っ
た
こ
と
に
ふ
れ
た
あ
と
、

「
日
頃
の
共
済
活
動
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
４
年
ぶ
り
で
開

催
さ
れ
た
こ
の
共
済
会
議
で

し
っ
か
り
と
意
思
統
一
を
図

り
、
加
入
継
続
や
拡
大
に
取
り

組
ん
で
頂
き
た
い
。」
と
要
請
。

　

続
い
て
森
林
労
連
共
済
推
進

本
部
代
表
し
て
水
田
事
務
局
長

の
基
調
を
兼
ね
て
挨
拶
を
行

い
、
坂
事
業
推
進
課
係
長
、
千

葉
事
業
推
進
課
職
員
よ
り

「
２
０
２
４
年
１
月
セ
ッ
ト
共

済
契
約
更
改
と
事
務
処
理
等
」

の
説
明
・
提
案
が
な
さ
れ
質
疑

応
答
を
行
い
１
日
目
の
会
議
を

終
了
。

　

２
日
目
の
冒
頭
、
青
森
・
岩

手
・
宮
城
三
県
に
お
け
る
火
災

共
済
・
自
然
災
害
の
状
況
報
告

を
兼
ね
て
新
任
の
畠
山
こ
く
み

ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
〈
全
労
済
〉

青
森
推
進
本
部
事
業
推
進
部

長
、
三
県
に
お
け
る
交
通
事
故

状
況
報
告
を
兼
ね
て
藍
原
青
森

損
調
Ｓ
Ｃ
所
長
の
説
明
と
挨
拶

を
頂
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
笹
木
林
野
労
組
青
森

支
部
書
記
長
と
西
山
共
済
専
任

推
進
職
員
よ
り
「
青
森
地
方
連

絡
協
議
会
の
２
０
２
２
年
共
済

活
動
の
総
括
、
２
０
２
３
年
の

共
済
活
動
方
針
と
各
種
共
済
加

入
目
標
及
び
自
賠
共
済
加
入
目

標
」
等
に
つ
い
て
提
案
、
質
疑

応
答
の
あ
と
全
体
で
確
認
。

　

最
後
に
表
彰
に
入
り
、
優
秀

支
部
表
彰
の
林
退
会
深
浦
支

部
、
永
年
担
当
者
表
彰
の
松
本

幸
雄
氏
（
蟹
田
支
部
）、
武
井

秀
道
氏
（
蟹
田
支
部
）、
目
黒

稔
氏
（
仙
台
支
部
）
の
１
支
部

３
氏
に
賞
状
と
副
賞
を
水
田
共

済
推
進
本
部
事
務
局
長
よ
り
授

与
さ
れ
、
２
日
間
の
会
議
を
終

了
し
ま
し
た
。

（
報
告
：
西
山
俊
逸 

共
済
専

任
推
進
職
員
）

　

秋
田
地
方
共
済
推
進
会
議

は
、
こ
の
間
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
林
野
労
組
各
分
会
担
当
者

を
対
象
に
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
等
で
の

開
催
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
２
０
１
９
年
以
来
の

全
面
開
催
で
共
済
推
進
会
議
を

９
月
15
日
（
金
）
～
16
日
（
土
）

の
２
日
間
の
日
程
で
、
山
形
県

天
童
市
に
あ
る
天
童
温
泉
「
天

童
ホ
テ
ル
」
で
、
林
野
労
組
各

分
会
担
当
者
・
林
退
会
各
支
部

担
当
者
な
ら
び
に
関
係
役
職
員

35
名
の
参
加
の
下
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
議
の
開
催
に
あ
た
り
、
髙

橋
議
長
（
林
野
労
組
東
北
地
本

執
行
委
員
長
）
よ
り
、「
こ
の

間
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で

組
合
活
動
に
も
か
な
り
影
響
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
中
で
、
職
場

や
地
域
で
の
共
済
活
動
に
ご
尽

力
い
た
だ
い
た
分
会
役
員
、
支

部
役
員
に
感
謝
を
申
し
上
げ

る
。
年
々
加
入
口
数
な
ど
が
減

少
し
、
組
織
的
な
年
齢
構
成
の

課
題
も
あ
る
が
現
役
世
代
の
減

少
も
続
い
て
い
る
状
況
。
し
か

し
な
が
ら
、
将
来
の
屋
台
骨
を

支
え
る
の
は
現
役
世
代
で
あ

り
、
加
入
拡
大
は
重
要
な
課
題

で
あ
る
こ
と
か
ら
契
約
更
改
と

連
動
さ
せ
た
林
野
労
組
加
入
の

分
会
で
の
取
り
組
み
強
化
を
お

願
い
し
た
い
。」
と
挨
拶
を
う

け
ま
し
た
。

　

続
い
て
森
林
労
連
共
済
推
進

本
部
代
表
し
て
、
水
田
事
務
局

長
の
基
調
を
兼
ね
て
挨
拶
を
行

い
、
坂
事
業
推
進
課
係
長
、
新

里
事
業
推
進
課
職
員
よ
り
①

２
０
２
２
年
度
推
進
活
動
の
総

括
、
②
２
０
２
４
年
１
月
セ
ッ

ト
共
済
契
約
更
改
の
取
り
組
み

お
よ
び
２
０
２
３
年
度
推
進
活

動
、
③
住
ま
い
る
共
済
（
火
災

共
済
・
自
然
災
害
共
済
）
制
度

の
改
定
、
④
２
０
２
４
年
１
月

契
約
更
改
の
事
務
処
理
の
説

明
・
提
案
が
な
さ
れ
質
疑
応
答

を
行
い
、
萩
庭
共
済
専
任
推
進

職
員
よ
り
各
種
共
済
加
入
目
標

及
び
自
賠
責
共
済
加
入
目
標
等

に
つ
い
て
提
案
を
行
い
１
日
目

の
会
議
を
終
了
し
懇
親
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
伊
藤
共
済
代
表

委
員
よ
り
森
林
労
連
共
済
秋
田

地
方
森
林
労
連
の
提
案
と
し

て
「
２
０
２
２
年
度
共
済
推
進

運
動
の
総
括
、
２
０
２
３
年
度

共
済
運
動
方
針
」
等
に
つ
い
て

提
案
が
行
わ
れ
、
質
疑
応
答
の

あ
と
全
体
で
確
認
を
行
い
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
コ
ロ
ナ
禍
で
集
ま

り
が
持
て
て
い
な
い
な
か
、
配

転
等
に
よ
り
分
会
担
当
者
が
変

わ
っ
た
り
不
在
に
な
る
な
ど
、

共
済
推
進
活
動
が
困
難
を
極
め

て
い
る
と
の
組
合
員
の
意
見
を

踏
ま
え
、
共
済
運
動
の
担
い
手

育
成
に
向
け
て
「
各
種
加
入
事

務
・
共
済
金
請
求
事
務
」
に
つ

い
て
森
林
労
連
共
済
推
進
本
部

職
員
よ
り
説
明
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
全
体
で
学
習
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

最
後
に
表
彰
に
入
り
、
優
秀

分
会
表
彰
・
林
野
労
組
本
局
分

会
、
永
年
担
当
者
表
彰
・
梅
田

昭
子
氏
（
能
代
支
部
）
を
紹
介

し
、
当
日
は
本
局
分
会
担
当
者

お
よ
び
梅
田
さ
ん
は
欠
席
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
林
退
会
本

局
支
部
か
ら
参
加
を
い
た
だ
い

た
櫻
田
俊
行
さ
ん
に
代
理
で
賞

状
と
副
賞
を
水
田
共
済
推
進
本

部
事
務
局
長
か
ら
授
与
し
会
場

全
体
に
笑
い
声
が
広
が
る
な

か
、
２
日
間
の
会
議
を
終
了
し

ま
し
た
。

分
会
・
支
部
合
同

共
済
推
進
会
議
開
催

秋
　
田
現役世代の加入拡大は重要

秋田地方共済推進会議

２
０
２
３
年
も
残
り

１
ヶ
月
。
例
年
、
そ
の

年
の
世
相
等
を
漢
字
一

文
字
で
例
え
ら
れ
る

が
、個
人
的
に
は
「
異
」

か
な
思
う
。
▼
ま
ず
は

「
気
候
」
が
「
異
常
」
だ
っ

た
。
７
月
の
大
雨
、
そ
の
後
の

猛
暑
で
あ
る
。
と
り
わ
け
７
月

の
大
雨
で
は
、
昔
、
お
世
話
に

な
っ
た
先
輩
の
自
宅
が
床
上
浸

水
の
被
害
と
な
り
、
ゴ
ミ
の
撤

去
等
の
手
伝
い
を
さ
せ
て
も

ら
っ
た
。
こ
の
活
動
を
通
じ

て
、
改
め
て
労
働
組
合
の
原
点

に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
た
。
何

よ
り
も
、
こ
の
活
動
を
呼
び
か

け
た
○
○
○
○
分
会
の
○
○
さ

ん
の
行
動
力
に
は
、
た
だ
た
だ

感
銘
を
受
け
る
の
み
で
あ
っ

た
。
▼
次
に
「
熊
」
で
あ
る
。

東
北
各
地
で
、
連
日
人
身
被
害

の
報
道
が
さ
れ
、
し
か
も
、
山

中
で
は
な
く
市
街
地
で
の
被
害

が
増
え
て
い
る
こ
と
に
は
驚
き

と
恐
怖
以
外
に
な
い
。
ア
ー
バ

ン
ベ
ア
の
子
孫
が
増
え
る
こ
と

の
危
惧
、
冬
眠
し
な
い
熊
の
こ

と
等
が
報
道
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
先
不
安
で
し
ょ
う
が
な
い
。

た
だ
、
熊
被
害
へ
の
対
応
を

巡
っ
て
役
所
へ
の
抗
議
は
ど
こ

か
「
異
常
」
だ
よ
な
と
思
っ

た
。
▼
個
人
的
に
趣
味
ら
し
い

も
の
が
な
く
、
強
い
て
言
う
な

ら
ば
秋
の
キ
ノ
コ
狩
り
く
ら

い
。「
マ
イ
タ
ケ
」
狙
い
で

知
っ
て
い
る
山
へ
行
っ
た
け
れ

ど
、
マ
イ
タ
ケ
の
マ
の
字
、
キ

ノ
コ
の
キ
の
字
も
無
く
空
振

り
。
さ
ら
に
熊
の
気
配
も
無

く
、
今
年
の
よ
う
な
山
は
経
験

し
た
こ
と
が
無
い
。「
異
常
」

な
年
を
肌
で
感
じ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
▼
最
後
に
一
番
「
異

常
」
な
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は

「
政
治
」
で
あ
る
。「
政
治
と

金
」
等
の
問
題
が
後
を
絶
た

ず
、
ま
た
差
別
を
助
長
す
る
政

治
家
も
い
る
。
本
当
に
頭
に
く

る
が
、
こ
う
し
た
政
治
家
が
当

選
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
。
い

つ
解
散
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く

な
い
。「
正
常
」
な
政
治
を
取

り
戻
す
た
め
、
し
っ
か
り
と
取

り
組
み
を
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。　

【
久
兵
衛
】

『源泉』

青森共済推進会議で挨拶を述べる水田共済推進本部事務局長

優秀支部表彰の林退会深浦支部

4年ぶりに分会・支部担当者参加の共済推進会議

秋田市中通６−７−36
全国林野関連労働組合
東北地方本部

発　行　　　　　　　　　　髙橋　　茂責任者　　　　　　
ＴＥＬ　018−832−6957
ＦＡＸ　０１８−８３４−７８７６
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地
域
の
活
動

分
会
大
会
の
開
催
情
報

上小阿仁

組
合
員
を

　
支
え
る
分
会
運
動
を

　

林
野
労
組
上
小
阿
仁
支
署
分

会
は
、
９
月
29
日
に
北
秋
田
市

丸
留
旅
館
に
お
い
て
第
17
回
定

期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
藤
嶋
執
行
部
代
行
よ

り
、「
こ
の
３
年
間
定
期
大
会

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

分
会
委
員
長
を
は
じ
め
、
相
次

ぐ
執
行
委
員
の
転
勤
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
役
員
の
担
い
手
も
な

か
な
か
い
な
い
中
で
、
２
年
間

は
分
会
副
委
員
長
が
１
人
、
今

年
４
月
か
ら
は
分
会
執
行
委
員

不
在
と
い
う
状
況
で
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
間
、
分
会
運
動
も
な

く
、
財
政
執
行
状
態
も
明
ら
か

に
せ
ず
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
に

は
大
変
ご
迷
惑
を
か
け
て
き
た

と
思
い
ま
す
が
、
署
内
組
合
員

有
志
が
分
会
再
生
に
向
け
、
相

談
し
取
り
組
む
中
か
ら
今
日
定

期
大
会
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
３
年
で
の
配
転
や
若

手
の
未
加
入
者
の
増
加
等
に
よ

り
引
き
継
ぐ
役
員
の
担
い
手
不

足
等
、
悪
循
環
に
陥
り
、
役
員

体
制
を
維
持
す
る
こ
と
す
ら
困

難
な
状
況
で
す
。
さ
ら
に
そ
の

こ
と
で
分
会
に
運
動
が
で
き

ず
、
労
働
組
合
を
意
識
で
き
な

か
っ
た
り
、
必
要
性
を
感
じ
て

も
ら
え
ず
、
存
在
意
義
も
問
わ

れ
て
き
て
い
ま
す
。
労
働
組
合

の
現
状
を
変
え
て
い
く
の
は
、

非
常
に
困
難
に
な
っ
て
は
い
ま

す
が
、
私
た
ち
の
職
場
実
態
を

見
た
と
き
に
組
合
員
一
人
ひ
と

り
が
多
く
の
悩
み
を
抱
え
な
が

ら
仕
事
や
生
活
を
し
て
い
る
の

は
明
ら
か
で
あ
り
、
組
合
員
の

状
況
を
少
し
で
も
把
握
し
支
え

あ
っ
て
い
け
る
よ
う
な
分
会
運

動
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を
お
互

い
確
認
し
あ
い
た
い
と
思
い
ま

す
。」
と
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の

後
、
こ
の
間
の
闘
い
の
総
括
、

２
０
２
３
年
度
運
動
方
針
案
、

ま
た
、
各
会
計
決
算
報
告
、
予

算
案
が
提
案
さ
れ
全
組
合
員
か

ら
の
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

大
会
終
了
後
に
は
、
地
本
か

ら
来
賓
と
し
て
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
伊
藤
書
記
長
よ
り
情
勢

と
諸
課
題
な
ど
に
つ
い
て
オ
ル

グ
を
受
け
、
そ
の
後
、
組
合
員

参
加
に
よ
る
懇
親
会
を
開
催

し
、
今
後
の
分
会
運
動
の
前
進

に
向
け
た
更
な
る
意
思
統
一
を

図
り
ま
し
た
。

新
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

執
行
委
員
長
　
　
藤
嶋
　
　
靖

副
執
行
委
員
長
　
　
山
城
　
卓
也

書
　
記
　
長
　
　
戸
田
　
泰
文

執
行
委
員
　
　
佐
藤
め
ぐ
み

執
行
委
員
　
　
大
沢
　
　
翔

　

林
野
労
組
米
代
西
部
森
林
管

理
署
分
会
は
、
１０
月
１３
日
に
能

代
市
東
北
労
働
金
庫
能
代
支
店

２
階
会
議
室
に
お
い
て
㐧
１９
回

定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
古
倉
執
行
委
員
長

代
行
よ
り
、「
分
会
３
役
が
異

動
に
な
り
、
組
合
員
の
皆
さ
ん

に
は
大
変
ご
迷
惑
を
か
け
て
い

る
中
で
、
組
合
運
動
に
協
力
い

た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ん
に
は
感

謝
し
て
い
る
。
職
場
は
業
務
量

は
減
ら
ず
、
空
ポ
ス
ト
・
欠
員

が
続
い
て
お
り
、
職
員
に
は
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
働

く
仲
間
が
健
康
で
働
く
こ
と
が

大
切
で
あ
り
、
同
じ
方
向
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

を
今
大
会
で
確
認
で
き
た
ら
と

思
っ
て
い
る
。」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
地
本
か
ら
来
賓
と

し
て
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
古

村
副
執
行
委
員
長
よ
り
人
事
院

交
渉
や
２
０
２
４
年
度
概
算
要

求
・
組
織
定
員
要
求
等
の
情
勢

と
諸
課
題
に
つ
い
て
オ
ル
グ
を

受
け
、
２
０
２
２
年
度
闘
い
の

総
括
、
２
０
２
３
年
度
運
動
方

針
案
、
ま
た
、
各
会
計
決
算
報

告
、
予
算
案
が
分
会
執
行
部
か

ら
提
案
さ
れ
質
疑
討
論
に
入
り

ま
し
た
。

　

組
合
員
か
ら
は
「
組
合
員
も

少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
全

体
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

必
要
。」「
各
種
集
会
行
動
な
ど
、

執
行
部
以
外
で
も
可
能
な
も
の

は
手
分
け
し
て
対
応
し
て
い
く

こ
と
も
必
要
な
の
で
声
を
か
け

て
ほ
し
い
。」
と
い
っ
た
積
極

的
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
案
さ
れ
た
方
針
等
に
つ
い

て
は
全
組
合
員
か
ら
の
賛
成
で

承
認
さ
れ
、
最
後
に
古
倉
新
執

行
委
員
長
の
「
団
結
が
ん
ば
ろ

う
」
三
唱
で
大
会
は
終
了
し
ま

し
た
。

　

大
会
終
了
後
に
は
、
組
合
員

参
加
に
よ
る
懇
親
会
を
開
催

し
、
今
後
の
分
会
運
動
の
更
な

る
前
進
に
向
け
て
意
見
交
換
を

行
い
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

新
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

執
行
委
員
長
　
　
古
倉
　
貞
男

副
執
行
委
員
長
　
　
木
村
　
　
翔

副
執
行
委
員
長
　
　
大
沢
　
翔
貴

書
　
記
　
長
　
　
平
泉
　
勝
也

執
行
委
員
　
　
久
保
翔
太
郎

組合員の積極的な閲覧をお願いします。
～林野労組HP組合員専用ページ～

　組合員への情報提供、組合活動の「見える化」と
して、開設した林野労組ＨＰ組合員専用ページでは
最新の中央情勢等が閲覧できます。地本としても機
関紙等で情報提供はしていきますが、積極的な利用
をお願いします。なお、利用方法等を忘れた方、新
規に登録したい方は地本・分会までご連絡ください。

米代西部

組
合
員
と
同
じ
方
向
を

　
　
持
っ
て
取
り
組
む

上小阿仁分会大会

米代西部分会大会
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